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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上収益 事業利益 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の

所有者に帰属する
四半期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年６月期第３四半期 119,921 8.3 10,362 28.8 11,286 22.0 11,357 21.7 7,847 23.3 7,821 24.3

2022年６月期第３四半期 110,699 － 8,043 － 9,249 － 9,329 － 6,362 － 6,293 －

四半期包括利益
合計額

基本的１株当たり
四半期利益

希薄化後１株当たり
四半期利益

百万円 ％ 円 銭 円 銭

2023年６月期第３四半期 7,930 29.9 89円26銭 88円99銭

2022年６月期第３四半期 6,105 － 70円45銭 70円18銭

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分
親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2023年６月期第３四半期 96,370 63,486 63,432 65.8

2022年６月期 96,521 63,345 63,309 65.6

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年６月期 － 17.00 － 28.00 45.00

2023年６月期 － 17.00 －

2023年６月期（予想） 30.00 47.00

１．2023年６月期第３四半期の連結業績（2022年７月１日～2023年３月31日）

（注）事業利益は「売上総利益」から「販売費及び一般管理費」を減算したもので、「その他の収益」や「その他の費
用」に計上される特別項目（雇用調整助成金や減損損失など）による影響を除いたものを示している当社独自の利
益指標です。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は、対前期増減率）

売上収益 事業利益 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に
帰属する当期利益

基本的１株当
たり当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 162,000 9.0 11,900 24.5 12,600 24.7 12,600 23.1 8,600 22.0 8,600 23.3 97.31

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年６月期３Ｑ 91,561,929株 2022年６月期 91,280,119株

②  期末自己株式数 2023年６月期３Ｑ 5,020,423株 2022年６月期 2,898,753株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年６月期３Ｑ 87,628,864株 2022年６月期３Ｑ 89,331,177株

３．2023年６月期の連結業績予想（2022年７月１日～2023年６月30日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

詳細は四半期決算短信（添付資料）４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報　（４）連結業績予想な

どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

２．事業利益は「売上総利益」から「販売費及び一般管理費」を減算したもので、「その他の収益」や「その他の

費用」に計上される特別項目（雇用調整助成金や減損損失など）による影響を除いたものを示している当社独

自の利益指標です

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更                ：無

③  会計上の見積りの変更                  ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（決算説明会内容の入手方法）

当社は、2023年５月12日（金）に機関投資家・アナリスト向け説明会を開催する予定です。当日使用する決算説明会

資料は開催後速やかに当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における売上収益は119,921百万円（前年同期比8.3％増）となりました。この増収は

主に、機電・IT、建設、製造の各領域で在籍人数が伸長し、稼働率も好調に推移したことによります。利益面で

は、採用費が増加したものの、単価の改善や稼働率の上昇に加えて、前期に発生したPPAによる無形資産の償却費

などの一時費用が剥落し、全体として収益が改善しました。この結果、事業利益は10,362百万円（前年同期比

28.8％増）、営業利益は11,286百万円（前年同期比22.0％増）、親会社の所有者に帰属する四半期利益は7,821百

万円（前年同期比24.3％増）となりました。

※事業利益は、「売上総利益」から「販売費及び一般管理費」を減算したもので、「その他の収益」や「その他

の費用」に計上される特別項目（雇用調整助成金や減損損失等）による影響を除いたものを示している当社独

自の利益指標です。

セグメント別の業績の概要は、次のとおりです。なお、セグメント別の売上収益は外部顧客への売上収益を適用

しております。

［機電・IT領域］（ITや機械・電機領域の開発・設計・運用保守分野に対する派遣・請負・委託事業）

当第３四半期連結累計期間においては、前連結会計年度からの積極的な採用投資と、幅広い業種での景況感の

回復や人材需要の増加から、在籍人数が順調に伸長し、稼働率も概ね95％を越える水準で安定的に推移しまし

た。利益面では、ミドル人材へのシフトや、旺盛な需要を背景にした単価の改善と、稼働率の小幅な上昇によ

り、採用費の大きな増加を吸収して利益率がやや改善しました。

この結果、当セグメントの当第３四半期連結累計期間における売上収益は59,213百万円（前年同期比13.8％

増）、セグメント利益は6,925百万円（前年同期比22.2％増）となりました。

［建設領域］（建設業界への施工管理者やCADオペレーターの派遣事業）

当第３四半期連結累計期間においては、前連結会計年度から取り組んだ採用チャネルの強化改善や社員定着施

策の結果、在籍人数が増加し、また建設業界の旺盛な人材需要を受けて稼働率も高い水準で推移しました。さら

に前連結会計年度に計上していたPPAによる無形資産の償却費や株式報酬費用の剥落もあり、利益が改善しまし

た。

この結果、当セグメントの当第３四半期連結累計期間における売上収益は29,922百万円（前年同期比8.1％

増）、セグメント利益は5,090百万円（前年同期比26.0％増）となりました。

[製造領域]（顧客企業の製造工程等における請負・受託・派遣の事業）

当第３四半期連結累計期間においては、引続き営業エリア内の人材需要を、業種や大口顧客に偏らず幅広く開

拓し、派遣の稼働人数を増やすと同時に、単価交渉等による収益性の維持改善に努めました。その結果、特に素

材や電機・精密機械、物流倉庫などの業種での稼働人数が増加しました。原価率は派遣・請負いずれも維持もし

くは改善傾向で推移しましたが、求人費や人件費は売上高比率でやや上昇しました。

この結果、当セグメントの当第３四半期連結累計期間における売上収益は8,159百万円（前年同期比15.2％

増）、セグメント利益は423百万円（前年同期比1.9％増）となりました。

[海外領域]（日本国外における技術・製造分野に対する派遣・請負や、有料職業紹介などの人材サービス事業）

当第３四半期連結累計期間においては、英国ではコロナ収束後に人材需要の一時的な回復が見られましたが、

年末にかけ物価高騰や金利引上げ、貿易の低迷などから経済活動が減速し、またクリスマス前の繁忙シーズンの

派遣売上も低調に推移したため、円安による円ベースでの売上嵩上げがあったものの減収しました。利益面で

は、人材需要回復期に直接採用のニーズが高まり、利益率の高い紹介事業が好調だったため、事業自体の利益率

は維持されましたが、前連結会計年度に計上していたMTrecの子会社株式売却益が剥落しました。

この結果、当セグメントの当第３四半期連結累計期間における売上収益は21,702百万円（前年同期比5.3％

減）、セグメント利益は547百万円（前年同期比26.5％減）となりました。
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[その他]

報告セグメントに含まれない領域として、株式会社SAMURAIがオンラインプログラミング学習サービスを、当社

グループの特例子会社である株式会社ビーネックスウィズが障がい者雇用によるグループ内各種サービスを行って

おります。

当第３四半期連結累計期間においては、オンラインプログラミング学習サービスは収益性重視に転換したため売

上収益が減少しましたが、グループ内各種サービスについてはコロナ影響の緩和により一定の回復が見られまし

た。

この結果、当セグメントの当第３四半期連結累計期間における売上収益は、内部取引を含めて1,409百万円（前

年同期比17.0％増）、セグメント利益は84百万円（前年同期はセグメント損失76百万円）となりました。

(２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて151百万円減少（0.2％減）し、96,370百万

円となりました。主たる変動項目は、非流動資産のその他の金融資産の減少994百万円、使用権資産の減少781百万

円、現金及び現金同等物の減少647百万円、営業債権及びその他の債権の増加1,133百万円及びその他の流動資産の

増加1,115百万円等によるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて293百万円減少（0.9％減）し、32,883百万円

となりました。主たる変動項目は、流動負債のその他の金融負債の減少491百万円、非流動負債のその他の金融負

債の減少489百万円、営業債務及びその他の債務の減少477百万円、非流動負債の社債及び借入金の減少401百万円

及び流動負債の社債及び借入金の増加1,634百万円等によるものであります。

（資本）

当第３四半期連結会計期間末の資本は、前連結会計年度末に比べて141百万円増加（0.2％増）し、63,486百万円

となりました。主たる変動項目は、親会社の所有者に帰属する四半期利益7,821百万円の計上及び配当金の支払

3,965百万円等による利益剰余金の増加4,302百万円並びに自己株式の増加3,954百万円等によるものであります。

（３）キャッシュ・フローに関する説明

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

647百万円減少し、11,756百万円となりました。主な要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、8,880百万円の収入（前年同期は9,324百万円の収入）となりました。

主な要因は、税引前四半期利益の計上11,357百万円、非資金項目である減価償却費及び償却費1,676百万円等が、

法人所得税の支払額3,971百万円等を上回ったことであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、462百万円の収入（前年同期は1,469百万円の支出）となりました。主

な要因は、投資活動によるキャッシュ・フローのその他の収入1,098百万円、有形固定資産の取得による支出318

百万円及び無形資産の取得による支出226百万円等であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、9,982百万円の支出（前年同期は15,139百万円の支出）となりました。

主な要因は、自己株式の取得による支出4,030百万円、配当金の支払額3,967百万円、リース負債の返済による支

出3,022百万円及び短期借入金の純増加額1,507百万円等であります。
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売上収益 事業利益 営業利益
親会社の所有者に

帰属する当期利益

基本的１株当たり

当期利益

前回発表予想（Ａ）
百万円

164,000

百万円

11,300

百万円

11,600

百万円

7,900

円 銭

89.39

今回修正予想（Ｂ） 162,000 11,900 12,600 8,600 97.31

増減額（Ｂ－Ａ） △2,000 ＋600 ＋1,000 ＋700 －

増減率（％） △1.2 ＋5.3 ＋8.6 ＋8.9 －

（参考）前期連結実

績（2022年６月期）
148,573 9,555 10,103 6,975 78.30

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

（連結業績予想について）

当社は、2022年８月５日に公表しました2023年６月期通期業績予想を以下のとおり修正いたしました。

当社の主力事業である国内エンジニア派遣事業は、旺盛な派遣需要をベースに未経験者をエンジニアに育成する

当社の事業モデルが順調に推移し、期初予想を上回る進捗で業績を伸ばしております。今後も継続的に拡大が見込

まれるエンジニア派遣需要に対応できるよう、第４四半期は来期以降を見据えた追加投資を行う予定です。それら

の追加投資を含めても、営業利益は期初予想から10億円、親会社の所有者に帰属する当期利益は７億円の増益が確

実な状況です。

国内事業は売上収益も堅調に推移する一方、海外事業の売上収益は英国での景気悪化と労働力不足による人材獲

得が困難に陥っているため、営業黒字は確保するものの、期初予想を大幅に下回る見込みです。その結果、連結ベ

ースで20億円の減収を見込んでいます。

詳細につきましては、本決算短信と同時に公表しました「通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧く

ださい。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2022年６月30日）

当第３四半期連結会計期間
（2023年３月31日）

資産

流動資産

現金及び現金同等物 12,404 11,756

営業債権及びその他の債権 20,108 21,242

その他の金融資産 1,239 1,494

その他の流動資産 2,856 3,972

流動資産合計 36,609 38,465

非流動資産

有形固定資産 1,624 1,626

使用権資産 3,304 2,523

のれん 45,362 45,440

無形資産 1,630 1,450

持分法で会計処理されている投資 661 750

その他の金融資産 4,002 3,007

繰延税金資産 2,789 2,556

その他の非流動資産 536 548

非流動資産合計 59,912 57,904

資産合計 96,521 96,370

２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2022年６月30日）

当第３四半期連結会計期間
（2023年３月31日）

負債及び資本

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 2,617 2,139

社債及び借入金 1,257 2,891

未払法人所得税 1,774 1,802

その他の金融負債 4,490 3,999

引当金 68 1

その他の流動負債 17,585 17,503

流動負債合計 27,793 28,337

非流動負債

社債及び借入金 591 190

その他の金融負債 2,805 2,315

繰延税金負債 26 5

引当金 436 491

その他の非流動負債 1,523 1,542

非流動負債合計 5,382 4,545

負債合計 33,176 32,883

資本

資本金 4,561 4,687

資本剰余金 82,394 82,538

利益剰余金 △19,933 △15,630

自己株式 △4,306 △8,261

その他の資本の構成要素 594 99

親会社の所有者に帰属する持分合計 63,309 63,432

非支配持分 35 53

資本合計 63,345 63,486

負債及び資本合計 96,521 96,370

- 6 -

株式会社オープンアップグループ (2154)　2023年６月期　第３四半期決算短信



（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
（自　2021年７月１日

至　2022年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年７月１日

至　2023年３月31日）

売上収益 110,699 119,921

売上原価 84,957 90,620

売上総利益 25,741 29,300

販売費及び一般管理費 17,698 18,938

その他の収益 1,245 973

その他の費用 39 50

営業利益 9,249 11,286

金融収益 109 60

金融費用 107 102

持分法による投資利益 79 112

税引前四半期利益 9,329 11,357

法人所得税費用 2,967 3,509

四半期利益 6,362 7,847

四半期利益の帰属

親会社の所有者 6,293 7,821

非支配持分 68 25

四半期利益 6,362 7,847

１株当たり四半期利益

基本的１株当たり四半期利益（円） 70.45 89.26

希薄化後１株当たり四半期利益（円） 70.18 88.99

（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

（要約四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
（自　2021年７月１日

至　2022年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年７月１日

至　2023年３月31日）

四半期利益 6,362 7,847

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金

融資産
△107 151

確定給付制度の再測定 △3 0

純損益に振り替えられることのない項目合計 △110 151

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 △205 △45

持分法適用会社におけるその他の包括利益に対す

る持分
59 △23

純損益に振り替えられる可能性のある項目合計 △145 △68

税引後その他の包括利益 △256 83

四半期包括利益 6,105 7,930

四半期包括利益の帰属

親会社の所有者 6,034 7,916

非支配持分 70 14

四半期包括利益 6,105 7,930

（要約四半期連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

新株予約権
在外営業活動
体の換算差額

2021年７月１日残高 4,436 82,779 △22,646 △329 88 714

四半期利益 6,293

その他の包括利益 △147

四半期包括利益合計 － － 6,293 － － △147

新株の発行 104 104 △176

剰余金の配当 △3,962

自己株式の取得 △16 △4,048

自己株式の処分 80

連結範囲の変動

株式報酬取引 △13 178

新株予約権の失効 3 △3

非支配株主に係る売建プット・

オプション負債の変動等
0 △280

連結子会社株式の取得による持

分の増減
△568

その他の資本の構成要素から利

益剰余金への振替
29 △18

所有者との取引額合計 104 △461 △4,263 △3,967 △1 －

変動額合計 104 △461 2,030 △3,967 △1 △147

2022年３月31日残高 4,541 82,317 △20,616 △4,297 87 566

（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第３四半期連結累計期間　（自　2021年７月１日　至　2022年３月31日）
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親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 合計

その他の資本の構成要素

合計
その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産

確定給付制
度の再測定

合計

2021年７月１日残高 △99 － 703 64,943 △222 64,720

四半期利益 － 6,293 68 6,362

その他の包括利益 △107 △3 △258 △258 1 △256

四半期包括利益合計 △107 △3 △258 6,034 70 6,105

新株の発行 △176 32 32

剰余金の配当 － △3,962 △3,962

自己株式の取得 － △4,064 △4,064

自己株式の処分 － 80 80

連結範囲の変動 － － △75 △75

株式報酬取引 178 164 164

新株予約権の失効 △3 － －

非支配株主に係る売建プット・

オプション負債の変動等
－ △280 △280

連結子会社株式の取得による持

分の増減
－ △568 262 △305

その他の資本の構成要素から利

益剰余金への振替
△13 3 △10 － －

所有者との取引額合計 △13 3 △11 △8,599 187 △8,412

変動額合計 △121 － △270 △2,565 258 △2,306

2022年３月31日残高 △220 － 433 62,378 35 62,414
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(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

その他の資本の構成要素

新株予約権
在外営業活動
体の換算差額

2022年７月１日残高 4,561 82,394 △19,933 △4,306 213 596

四半期利益 7,821

その他の包括利益 △56

四半期包括利益合計 － － 7,821 － － △56

新株の発行 126 126 △153

剰余金の配当 △3,965

自己株式の取得 △16 △4,030

自己株式の処分 2 76

連結範囲の変動

株式報酬取引 17 25

新株予約権の失効 14 △14

その他の資本の構成要素から利

益剰余金への振替
447

所有者との取引額合計 126 143 △3,518 △3,954 △142 －

変動額合計 126 143 4,302 △3,954 △142 △56

2023年３月31日残高 4,687 82,538 △15,630 △8,261 71 539

当第３四半期連結累計期間　（自　2022年７月１日　至　2023年３月31日）
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親会社の所有者に帰属する持分

非支配持分 合計

その他の資本の構成要素

合計
その他の包
括利益を通
じて公正価
値で測定す
る金融資産

確定給付制
度の再測定

合計

2022年７月１日残高 △215 － 594 63,309 35 63,345

四半期利益 － 7,821 25 7,847

その他の包括利益 151 0 94 94 △11 83

四半期包括利益合計 151 0 94 7,916 14 7,930

新株の発行 △153 98 98

剰余金の配当 － △3,965 △3,965

自己株式の取得 － △4,047 △4,047

自己株式の処分 － 78 78

連結範囲の変動 － － 4 4

株式報酬取引 25 43 43

新株予約権の失効 △14 － －

その他の資本の構成要素から利

益剰余金への振替
△446 △0 △447 － －

所有者との取引額合計 △446 △0 △589 △7,793 4 △7,788

変動額合計 △295 － △495 123 18 141

2023年３月31日残高 △511 － 99 63,432 53 63,486
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
（自　2021年７月１日

至　2022年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年７月１日

至　2023年３月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期利益 9,329 11,357

減価償却費及び償却費 2,207 1,676

受取利息及び受取配当金 △35 △39

支払利息 107 92

持分法による投資損益（△は益） △79 △112

固定資産除却損 13 2

営業債権及びその他の債権の増減額（△は増加） 72 △694

営業債務及びその他の債務の増減額（△は減少） △100 △530

その他 △266 1,143

小計 11,249 12,895

利息及び配当金の受取額 33 41

利息の支払額 △103 △84

法人所得税の支払額 △1,854 △3,971

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,324 8,880

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △286 △318

無形資産の取得による支出 △107 △226

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出 － △72

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による支出 △483 －

子会社株式の条件付対価の支払額 △365 －

投資有価証券の取得による支出 △75 △18

その他 △151 1,098

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,469 462

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 267 1,507

長期借入金の返済による支出 △3,743 △367

社債の償還による支出 △231 △201

リース負債の返済による支出 △2,953 △3,022

配当金の支払額 △3,956 △3,967

自己株式の取得による支出 △4,048 △4,030

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得による

支出
△509 －

その他 35 99

財務活動によるキャッシュ・フロー △15,139 △9,982

現金及び現金同等物に係る換算差額 69 △8

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △7,214 △647

現金及び現金同等物の期首残高 21,138 12,404

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,923 11,756

（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（セグメント情報）

(1）報告セグメントの概要

当社グループの事業セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。

当社グループは、主に製造業の技術開発部門及び製造部門を対象とした人材サービス及び業務の請負・受託

等のトータルサービスを国内外にて展開しており、事業セグメントの集約はせず、報告セグメントとしており

ます。

各セグメントの内容は、以下のとおりであります。

「機電・IT領域」・・開発設計技術者等の労働者派遣・請負・委託事業

「建設領域」・・・・建設業の顧客に対する施工管理技術者派遣事業・CADオペレーター派遣事業

「製造領域」・・・・製造業の顧客に対する製造現場の請負・受託・派遣事業

「海外領域」・・・・日本国外における技術・製造分野に対する派遣・請負・紹介事業

(2）報告セグメントに関する情報

報告セグメントの会計方針は、要約四半期連結財務諸表作成の会計方針と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。また、セグメント間の内部収益及び振替高は

市場実勢価格に基づいております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

連結
機電・IT

領域
建設領域 製造領域 海外領域 計

売上収益

外部収益 52,036 27,685 7,082 22,922 109,727 970 110,698 1 110,699

セグメント間収益 74 1 － 101 177 234 411 △411 －

 合計 52,111 27,686 7,082 23,024 109,904 1,204 111,109 △410 110,699

セグメント利益又は損失（注）

３
5,669 4,039 415 745 10,870 △76 10,793 △1,544 9,249

金融収益 － － － － － － － － 109

金融費用 － － － － － － － － 107

持分法による投資利益 － － － － － － － － 79

税引前四半期利益 － － － － － － － － 9,329

（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

連結
機電・IT

領域
建設領域 製造領域 海外領域 計

売上収益

外部収益 59,213 29,922 8,159 21,702 118,997 924 119,921 － 119,921

セグメント間収益 45 0 3 93 142 484 627 △627 －

 合計 59,258 29,923 8,163 21,795 119,140 1,409 120,549 △627 119,921

セグメント利益（注）３ 6,925 5,090 423 547 12,987 84 13,072 △1,786 11,286

金融収益 － － － － － － － － 60

金融費用 － － － － － － － － 102

持分法による投資利益 － － － － － － － － 112

税引前四半期利益 － － － － － － － － 11,357

前第３四半期連結累計期間（自　2021年７月１日　至　2022年３月31日）

（注）１．「その他」には、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、障がい者雇用促進事業及びオンライ

ンプログラム学習サービス事業を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△1,544百万円には各報告セグメントに配分していない全社費用1,875百万

円及びセグメント間取引消去△331百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しな

い当社の会社運営に係る費用であります。

３．セグメント利益の合計額は、要約四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

当第３四半期連結累計期間（自　2022年７月１日　至　2023年３月31日）

（注）１．「その他」には、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、障がい者雇用促進事業及びオンライ

ンプログラム学習サービス事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,786百万円には各報告セグメントに配分していない全社費用1,950百万円及びセ

グメント間取引消去△164百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない当社の

会社運営に係る費用であります。

３．セグメント利益の合計額は、要約四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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